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企 画 課

創刊準備号では、我々人類とこの地球が直面する課題などＳＤＧｓ策定に至る背景として「人

間の安全保障」と「地球の限界」について言及しました。

そこで本創刊号では、この課題に向けた国際社会の対応、ＭＤＧｓからＳＤＧｓの策定までを

紹介します。

誰一人取り残さない

１ ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）

1000年に一度のミレニアム、創刊準備号で紹介し
た「人間の安全保障」の確保に向け、国連は、開発途
上国向けに、2015年を期限とする８つの開発目標か
らなる目標「ミレニアム開発目標」（Millennium 

Development Goals：MDGｓ）を2001年に策定
しました。

２ ＭＤＧｓからＳＤＧｓへ

ＭＤＧｓは、極度の貧困やＨＩＶ・マ
ラリア対策等で一定の成果をあげた一方
で、乳幼児や妊産婦の死亡率削減は未達
成として積み残されました。
また、環境問題や気候変動の深刻化等、

新たな課題が浮上し、開発を取り巻く国
際的な環境も大きく変化してきました。
ＳＤＧｓは、こうした状況に対応すべ

く、2015年９月の国連サミットで全会
一致で採択された「我々の世界を変革す
る：持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」により定められたものです。
ＭＤＧｓと異なりＳＤＧｓは、先進国にも関わりの深い新たな課題が目標として提示され

たことにより、すべての国が取り組むべき目標となっています。
さらに、SDGｓを包含する2030アジェンダとは、「人間、地球及び繁栄のための行動計
画」であり、その前文で、誰一人取り残すことなく、
○ すべての人間が豊かで満たされた生活を享受することができること
○ 経済的、社会的及び技術的な進歩が自然との調和のうちに生じることを確保すること

を決意するとしています。

出展：自治体SDGｓ推進のための有識者検討会（第１回会合）資料５

外務省地球規模課題総括課提出資料

「持続可能な開発目標（SDGｓ）と自治体の連携」

出展：持続可能な開発目標（SDGｓ）推進本部会合（第１回）資料１

出展：自治体SDGｓ推進のための有識者検討会（第１回会合）資料５



行動計画？？？

前ページで示したように、2030アジェンダは、人間、
地球及び繁栄のための行動計画です。一般に、計画とは、
目標から始まり、その進め方も含めた目標達成に向けた
施策、計画進捗状況の測定方法や施策の改善方策までも
定めるものです。
そのような観点について、2030アジェンダは次のよ
うに定めています

2030アジェンダは、市民社会とともに取り組むなどの施策実施方法や、グローバル指標及び
ローカル指標によるフォローアップなどの進捗状況確認方法等を定めていることから、これをマ
ネジメントツールと見做し活用することも考えられます。

出展：持続可能な開発目標（SDGｓ）推進本部会合（第１回）資料１

Plan Do

CheckAction

Ｐｌａｎ（目標設定） Ｄｏ（施策の実行）

Ｃｈｅｃｋ（進捗状況確認） Ａｃｔｉｏｎ（計画見直し）

・SDGｓ、行動計画2030アジェンダの目標です。
・SDGｓは、17の目標と169のターゲットから構成さ
れています。
・17の目標及び169のターゲットは、普遍的で、不可
分、相互に関連してます。
・具体の対応策は、各国の置かれた状況を念頭に、各国
政府が定めることとしています。

・政府、市民社会、民間セクター、国連機関、その他の
主体を集結させるとともに、あらゆる利用可能な資源
を動員する必要があります。
・SDGｓ達成に向けた取組は、各国の公共政策及び国
内資源の動員と有効活用が中心となります。
・経済成長等の面で、民間セクターによる活動・投資・
イノベーションは、重要な役割を担います。

・目標とターゲットは、グローバルな指標及びこれを補
完する各国や地域レベルで策定される指標によりフォ
ローアップされます。
・地方、国、地域、全世界レベルでの定期的かつ包摂的
なフォローアップ・レビューを行います。
・毎年のハイレベル政治フォーラムをとおし、各国の取
組みから得られた成功、課題、教訓等を共有します。

・2030アジェンダの実施、進捗及び課題の特定、さら
なる実施促進のための動員を行うために、４年に１度
ハイレベル政治フォーラムを開催します。
・明確な規定はありませんが、各国政府等によるフォロ
ーアップをとおし、必要な施策の見直しが行われるこ
ととなります。


